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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンサブユニットα3（ITGA3）ホモサピエンス この遺伝子は、インテグリンα鎖ファミリーのタンパク質のメンバーをコードしています。インテグリンは、細胞表面接着分子として機能するα鎖とβ鎖からなるヘテロ二量体の膜貫通タンパク質です。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって処理され、α3サブユニットを構成する軽鎖と重鎖を生成します。このサブユニットはβ1サブユニットと結合してインテグリンを形成し、ラミニンファミリーのメンバーを含む細胞外マトリックスタンパク質と相互作用します。この遺伝子の発現は、乳がんの転移と相関している可能性があります。[RefSeq提供、2015年10月]、機能：インテグリンα-3/β-1は、フィブロネクチン、ラミニン、コラーゲン、エピリグリン、トロンボスポンジン、およびCSPG4の受容体です。 α-3/β-1は、LGALS3とともに、CSPG4による内皮細胞遊走の刺激に関与している可能性がある。,PTM:アイソフォームα-3Aはセリン残基がリン酸化されるが、α-3Bはリン酸化されない。ホルボール12-ミリスタート13-アセテート刺激後、リン酸化が増加する。アイソフォームα-3AはTyr-1051がリン酸化される。,類似性:インテグリンα鎖ファミリーに属する。,類似性:7つのFG-GAPリピートを含む。,サブユニット:αサブユニットとβサブユニットのヘテロ二量体。αサブユニットは、ジスルフィド結合で連結された重鎖と軽鎖で構成される。α-3はβ-1と会合する。HPS5と相互作用する。,組織特異性:アイソフォームα-3Aは広く発現している。アイソフォームα-3Bは脳と心臓で発現している。脳では、両方のアイソフォームが血管平滑筋細胞にのみ発現していますが、心臓ではアイソフォーム アルファ 3A が血管平滑筋細胞に強く発現し、アイソフォーム アルファ 3B は内皮静脈細胞にのみ検出されます。
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、造血細胞系統、アクチンと細胞骨格の調節、がんにおける経路、小細胞肺がん、肥大型心筋症 (HCM)、不​​整脈性右室心筋症 (ARVC)、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	インテグリンα3抗体を使用したHepG2細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000希釈のインテグリンα3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：2000希釈のインテグリンα3ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

